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次期精華町地域福祉計画について（答申）

令和５年８月１４日付け５精社電第６４６号により諮問を受けた、次期精華

町地域福祉計画の策定について、慎重に審議を重ねた結果、下記の意見を付して

答申します。

記

1．多機関の連携・協働による包括的な支援体制の整備について

近年、増加傾向にある地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応できる

よう、高齢・障害・子育て・生活困窮など各福祉分野の垣根を超えて、庁内の関

係部署や地域の関係機関が連携・協働できる仕組みを整備していただきたい。

2．地域福祉活動における担い手の育成・確保について

地域における住民同士のつながりの希薄化などにより、地域福祉を支える担

い手が減少傾向にあることから、ボランティアに関する養成講座や研修の充実

を図り、新たな人材の育成・確保に努めていただきたい。

3．本計画の進捗管理について

社会情勢の変化に伴い、地域福祉における新たな課題に対応できるよう、本計

画の進捗管理を毎年度行っていただきたい。


